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 男女共同参画に関する国の情勢と 
 鳥取県の取組について 

境港市男女共同参画推進審議会 資料 

鳥取県男女共同参画センター 
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世界経済フォーラム年次総会（ダボス会議）冒頭演説 

 

○いまだに活用されていない資源の  
 最たるもの、それが女性の力です。 
 

○日本は女性に、輝く機会を与える 
 場でなくてはなりません。 
 

○2020年までに、指導的地位にいる 
 人の3割を女性にします。 
 

○女性の労働参加率が男性並みに 
 なったら日本のGDPは16％伸びる。 

安倍首相  H26.1.22 

2014年を振り返ると 
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若年女性の流出により全国の８９６市区町村が消滅の危機！ 

～日本創成会議の提言 （平成２６年５月８日） ～ 

 

○若年女性が５０％以上減少する自治体は、たとえ出生率が 
 

 上がっても消滅する「消滅可能性都市」であると指摘。 
 
○鳥取県でも１３町が該当 

  推計は厳しめの条件設定で実際そのように人口が減少するのか未知数だが、 
  全国に激震が走り、対策を促す警鐘として提言は大きな役割を果たした。 

 ①若者が結婚し、子どもを産み育てやすい環境を作る （男性の問題としても） 

 ②地方から大都市への人口流出を止めるため地域の施策を支援 

 ③女性や高齢者、海外人材の活躍促進に強力に取り組む 

＜日本創成会議の提言する対策＞ 



国の女性の活躍促進に向けた動き 

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律(案) 

 女性に対する採用、昇進等の機会の積極的な提供及びその活用が行われること 

 職業生活と家庭生活との両立を図るために必要な環境の整備により、職業生活と家庭生活と
の円滑かつ継続的な両立を可能にすること 

 

 

 

 

 

 国は、女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針を策定（閣議決定）。 

 地方公共団体（都道府県、市町村）は、上記基本方針等を勘案して、当該区域内における女性の
職業生活における活躍についての推進計画を策定（努力義務）。 

 

 

 

 

 

 

 

 国は、事業主行動計画の策定に関する指針を策定。 

 国や地方公共団体、民間事業主は以下の事項を実施（労働者が300人以下の民間事業主につい
ては努力義務）。 

 

 

 

 
 

 国は、優れた取組を行う一般事業主の認定を行うこととする。 
 

 女性の活躍に関する状況の把握、改善すべき事情についての分析 
     【参考】状況把握する事項： ①女性採用比率   ②勤続年数男女差 
                       ③労働時間の状況 ④女性管理職比率 等 
 上記の状況把握・分析を踏まえ、定量的目標や取組内容などを内容とする「事業主行動計画」の策定・公表等 
 女性の活躍に関する情報の公表（省令で定める事項のうち、事業主が選択して公表） 

基本方針等の策定 

事業主行動計画の策定等 



 ＜２０１０年＞ 

 ５８．９万人 

 ＜２０４０年＞ 
 ４４．１万人 
約１５万人も減少 ！ 

年少人口と生産年齢人口が細ってます 

鳥取県状況（人口の展望） 

＊2014.11.12 鳥取県速報値では45.5万人 



日本一女性が輝き活躍する鳥取県 

健康で安定した生活をしたい 安心して妊娠・出産・子育て・介護をしたい 地域で活躍したい・ 
起業したい 

安全・安心な暮らしをしたい 職場で活躍したい 
人や情報とつながりたい 

とっとり版すべての女性が輝き活躍する環境づくりのための政策パッケージ（たたき台） 
女性が夢や希望を持って、そのスキルや感性を最大限活かすことのできる環境をつくる 

＜課題＞ 

一人で子ども抱えながら働き、生活に不安
がある 
健康問題について相談したい 

＜課題＞ 

子育てに対する不安があるが、相談先がわからな
い 
悩みを相談する相手がいない。 

＜課題＞ 

地域貢献や起業をしたいが、機会や
ノウハウがない。 

＜課題＞ 

ストーカーなどからの身の危険
を感じる 
自分と家族の安全を守りたい 

＜課題＞ 

会社の中でステップアップ
したいが、壁を感じる 

＜課題＞ 

非正規雇用で働いているが、将来が
不安 
WLBの取れた働き方がしたい 
妊娠・出産をしても働き続けたい 

＜課題＞ 

子育てを機に離職したが
再就職がしたい 

＜課題＞ 

欲しい情報が点在してい
て入手しづらい 

生活と就労に関して自分に合った支援が受けられる 子育てなどに対する不安や孤立感が解消できる 

＜事業＞ 

・高等学校卒業程度認定試験合格支援事業（青少
年・家庭課） 
・ひとり親家庭等就業・自立支援事業（〃） 
・ひとり親家庭等日常生活支援事業（〃） 
・ひとり親家庭学習支援事業（〃） 

・豊かな妊娠・出産のための応援事業（子育て応援
課） 
 

＜事業＞ 
・とっとり婚活応援プロジェクト事業（子育て応援課） 
・健やか妊娠・出産のための応援事業（〃） 
・放課後児童クラブ設置促進事業（〃） 
・鳥取県多子世帯保育所保育料軽減子育て支援事業（〃） 
・認知症相談・支援強化事業（長寿社会課） 

＜事業＞ 
・女性の創業応援事業（就業支援室） 
・子ども読書アドバイザー派遣事業（社会教育課） 

家事や子育てなどの経験を活かすことができる 

犯罪等の被害に遭うことのない 
安全・安心な暮らしができる 

自らのライフスタイル・ライフステージに合った働き方が実現出来る 

希望や状況に応じた情報が容易に得られる
ようになる 

＜事業＞ 

・ＤＶ予防啓発支援員活動事業（青少年・家
庭課) 
・ＤＶ被害者保護・支援事業（〃） 
・犯罪被害者支援事業（警察県民課） 

＜事業＞ 
・輝く女性日本一事業（男女共同参画推進課） 
・育児休業等代替要員確保奨励金事業（〃） 
・子育てしやすい企業支援事業（子育て応援課） 

・働きやすい環境づくり支援セミナー開催事業（労働
政策室） 

 
＜事業＞ 
・女性の就業支援事業（就業支援室） 
・育児・介護等離職者再雇用支援事業（〃） 

・職業訓練生託児支援事業（産業人材育成セン
ター） 
・鳥取県女性医師就業支援事業（医療政策課） 
 

＜事業＞ 

・電子メディアとの付き合い
方ファーラム（社会教育
課） 



「輝く女性活躍加速化とっとり会議」発足 

経済団体・労働団体・行政が一丸となって、女性の活躍を推進する官民組織「輝く
女性活躍加速化とっとり会議」を発足。官民が連携し、女性がいきいきと活躍できる
環境整備と地域経済の活性化を目指す。 

○女性活躍促進に向けた企業意識調査の実施 
○女性管理職候補へのリーダー研修 
○人材育成や環境整備など女性活躍に取り組み企業に
対する補助金 

今後の取組内容 

■発足：平成２６年７月１０日 「輝く女性活躍加速化とっとり会議発足記念イベント」開催 
■構成：経済団体（商工会議所連合会、商工会連合会、中小企業団体中央会、経営者協会） 
      労働団体（連合鳥取）、行政（鳥取労働局、県、市町村） 
■目的：女性が活躍できるモデル企業を増やし、県内全域に波及させることによる女性に 
     とって魅力ある職場環境整備及び地域経済の活性化 

①女性の働きやすい職場環境の改善 
②ワーク・ライフ・バランスの推進 
③企業における管理職に占める女性割合の増大 

目標 



男女共同参画センターよりん彩 

鳥取県の男女共同参画推進の拠点として、男女共同参画
に関する県民の取組や活動を支援しています。 

 ＜場所＞ 〒682-0816  倉吉市駄経寺町２１２－５ 倉吉未来中心１階 
 ＜開館＞ 午前９時～午後７時  月曜日（祝日の場合は翌日）と年末年始が休館です。 
 ＜電話＞ ０８５８－２３－３９０１ （相談電話は０８５９－２３－３９３９です） 


